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　夏の終わり頃
とれて、薄緑色
の皮があって赤
い毛のふさがつ
いている食べ物
を何と言います
か。

－項目－

－凡例－

－質問－

０ １０ ２０㎞

近畿方言と四国方言の関連 ～京阪方言の四国上陸と拡散～ 

徳島大学総合科学部 教授 

岸江 信介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 17回：11 月 30日（金） 18：30～20：00 

対 象：一般・大学生・高校生  参加費無料 

会 場：総合科学部１号館南棟３階 第１会議室  事前申込が必要。駐車場の利用可。 

詳 細：総合科学部 HP http://www.tokushima-u.ac.jp/ias/ 

申込み・問い合わせ先:徳島大学総合科学部事務課総務係  

TEL：088-656-9779  E-mail：sksoumks@tokushima-u.ac.jp 

総合科学部公開セミナーは，一般の方や大学生、高校生を対象とした参加費無

料の市民講座です。総合科学部の教員が，得意なテーマについて，わかりやすく

語ります。 

第１７回は，総合科学部 岸江 信介 教授が「近畿方言と四国方言の関連 ～

京阪方言の四国上陸と拡散～」の演題で，言語が変化する外的要因の一つとして

言語の地理的な伝播を取り上げ、四国方言の形成に近畿方言が関与していること

について述べる予定です。 

大阪で起きた言語変化が近畿地方全体に広がると同時に近畿のさらに外側へ

も伝播していく様子を最近の言語調査を通じて報告したいと思います。特に近畿

や四国で起きた言語変化に注目し、四国地方への言語伝播についてどのような動

きがあるのか、これまで収集した言語データをもとに解説します。 

近畿地方で起きたさまざまな変化が四国地方の方言に影響を与え続けてきて

おり、このような言語伝播の傾向は今に始まったものではなく、過去から連綿と

続いていることが次第に明らかになってきました。ことばの地理的伝播や拡散と

いう視点からお話したいと思います。お気軽にお越しください。 


